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　In the present study, I clarified factors influencing consideration of learning of arithmetic and 
mathematics at elementary, junior and senior high schools and considered the ideal method for 
teaching arithmetic and mathematics. Interview surveys were conducted on 5 first-year university 
students and 8 categories and 33 subcategories were extracted after qualitative analysis.
　The three categories of “characteristics of children”, “learning content” and “characteristics of 
teachers” were considered ‘conditions’ and influenced ‘actions/interactions’ of “teaching methods” 
and “handling of difficulties”. In addition, “results”, “self-evaluation” and “consideration of 
learning of arithmetic and mathematics” were generated as ‘consequences’. Pivotal categories 
comprised “teaching methods” and “handling of difficulties”. If these categories were inappropriate 
for the particular child, subsequent study was negatively affected due to the cumulative nature of 
the subjects. 
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単位  個人、グループ、全体 
頻度 多い：少ない 
助けの求めやすさ 求めやすい：求めにくい
場所 学校内、学校外
時間 長い：短い 
時間帯 授業中、休み時間、放課後
単位 個人、グループ、全体 
方法 やり方を教わる、問題を一緒に解く・・・
頻度 多い：少ない
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嫌い＞、＜楽しさ・面白さ＞、＜有用感＞であ
る。【自己の評価】の高低は、顕著に算数・数
学の好き嫌いに結びついていた。【自己の評
価】が低いと、算数・数学嫌いで、算数・数
学に楽しさ・面白さが感じられず、算数・数
学を日常生活に役立たないものとして受け取
る傾向がある。【算数・数学の学習観】は、次
の学習の「状況（条件）」である【子どもの特
性】に影響に与えている。
Ⅳ．考察
　【学習内容】、【子どもの特性】、【教師の特
性】の３つのカテゴリーは関連し合ってお
り、それらの違いによって【授業のあり方】
が異なってくる。＜授業の進め方＞、＜説明
の適切さ＞、＜場の設定＞、＜生活とのつな
がり＞、＜教材・教具＞、＜仲間との関わり＞、
＜個別指導＞、＜クラス分け＞といった【授
業のあり方】や【つまずきへの対応】が適切
に行われるかどうかが、【結果】の良し悪しに
つながり、それにより【自己の評価】や【算
数・数学の学習観】も変わることが分かっ
た。
　つまずきの原因としては、授業自体が教師
中心で行われていたり子ども自身が実際に活
動する場面が乏しかったりして、子どもの実
態に合っていないということがある。また、
つまずいた子どもに対して個別に適切な対応
がなされなかった場合、つまずきがそのまま
の状態になってしまっている。このように、
【授業のあり方】や【つまずきへの対応】が
図１　算数・数学の学習観に関するカテゴリー関連図
学習内容
教科の特性（一つの答え、多様な方法、
積み上げ教科、考えることの重視）、校
種（小学校、中学校、高等学校）、内容
（科目、領域、単元）難易度
子どもの特性
個人の特性（能力、性格、好
み、意欲・態度）、発達段階
つまずきへの対応
つまずき、努力、教師の対応、仲間の助け
結果
わかること（意味の理解、やり方の理解）、できること、テストの点数、成績
授業のあり方
授業の進め方（授業のパターン、授業のペース）、説明の適切さ、場の設定（考える場、意見を出す場、
質問をする場、活動の場、問題を解く場、練習の場）、生活とのつながり、教材・教具（教科書の使用、
ドリルや問題集の使用、具体物の使用、道具の使用）、仲間との関わり、個別指導、クラス分け
教師の特性
姿勢（熱心さ、厳しさ）、経
験年数、教える技術（話し
方、板書のしかた）、専門
性、子どもとの関係
適切：授業のあり方：不適切
小さい：つまずき：大きい
大きい：努力：小さい
適切：教師の対応：不適切
多：仲間の助け：少
多い：わかること、できること：少ない
良い：点数、成績：悪い
自己の評価
能力のアップ感、得意、苦手意識、効力感、やる気
高い：能力のアップ感、効力感、やる気：低い
得意：得意・苦手意識：苦手
算数・数学の学習観
好き嫌い、楽しさ・面白さ、有用感
好き：好き嫌い：嫌い
大きい：楽しさ・面白さ：小さい
高い：有用感：低い
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不適切、不十分であることが、「わからな
い」、「できない」という状況を生み、点数や
成績の悪さは、そのまま低い【自己の評価】
や乏しい【算数・数学の学習観】へとつな
がっている。
　さらに、これらによって起こる【子どもの
特性】の変容は、「積み上げ教科」としての
＜教科の特性＞などと関連して、新しい子ど
もの算数・数学の学習に影響を及ぼしてい
る。算数・数学の好き嫌いは個人差が大き
く、一度つまずくと、そこから改善を図るこ
とは容易ではないことが示唆された。
Ⅴ．おわりに
　大学生がもつ算数・数学の学習観に関して
その構造とプロセスを明らかにし、算数・数
学の学習観に影響を与える重要な要因とし
て、【授業のあり方】と【つまずきへの対
応】の２つを抽出した。授業が子どものペー
スで進められたり子ども自身の活動の場が保
障されたりして子どもの実態に合ったもので
あること、子どものつまずきに対して適切に
対応がなされることが、算数・数学の学習に
おいて極めて重要であることが明らかになっ
た。しかしながら、実際には十分になされて
いないという現状も示された。算数・数学の
＜有用感＞が感じられにくいことや、【つまず
きへの対応】が算数・数学の＜好き嫌い＞、
＜楽しさ・面白さ＞に強く影響することは、
教師が単なる知識・技能の習得にとどまるの
ではなく知識・技能を活用する力をいかにつ
けていくのか、個に応じた指導を積極的にど
のように行っていくのかといった文部科学省
が示す課題や取組にも関連するものである。
　今後は、本研究によって見出された知見を
もとに質問項目を作成して、大学生を対象と
したアンケート調査を行い、本研究の検証及
び一般化を行っていく。 また、算数・数学の
授業を実践している教師を対象として半構造
化面接法による調査を実施し、教師の授業に
対する考え方や学習観、具体的な授業のあり
方について質的分析によって明らかにし、構
成主義的な授業モデルの構築を図っていきた
い。
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